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(57)【要約】
【課題】電気配線を複雑化することなく、ＥＭＩノイズ
の影響をより受けにくくする配線構造を有するノイズフ
ィルタ装置を提供する。
【解決手段】ノイズフィルタ装置１０は、それぞれ個別
の電流が供給される複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ
と、複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に配置された
リードレス・コンデンサ２０と、を有する。複数の金属
ブスバー１４ａ～１４ｃ間に絶縁材２２を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ個別の電流が供給される複数の金属ブスバーと、
　前記複数の金属ブスバー間に配置されたリードレス・コンデンサと、を有し、
　前記複数の金属ブスバーが積層されている、ノイズフィルタ装置。
【請求項２】
　請求項１記載のノイズフィルタ装置において、
　前記複数の金属ブスバー間に絶縁材を有する、ノイズフィルタ装置。
【請求項３】
　請求項１記載のノイズフィルタ装置において、
　接地面の上に、前記金属ブスバーが配置され、
　前記接地面と前記金属ブスバーとの間に、リードレス・コンデンサが配置されている、
ノイズフィルタ装置。
【請求項４】
　請求項３記載のノイズフィルタ装置において、
　前記接地面と前記金属ブスバーとの間に絶縁材を有する、ノイズフィルタ装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のノイズフィルタ装置において、
　前記リードレス・コンデンサが貫通コンデンサである、ノイズフィルタ装置。
【請求項６】
　複数の積層体と、
　前記複数の積層体間に配置されたコイルと、を有し、
　各前記積層体は、
　それぞれ個別の電流が供給される複数の金属ブスバーと、
　前記複数の金属ブスバー間に配置されたリードレス・コンデンサと、を有する、ノイズ
フィルタ装置。
【請求項７】
　請求項６記載のノイズフィルタ装置において、
　前記複数の金属ブスバー間に絶縁材を有する、ノイズフィルタ装置。
【請求項８】
　請求項６又は７記載のノイズフィルタ装置において、
　接地面の上に、少なくとも前記複数の積層体が配置され、
　前記接地面と各前記積層体の金属ブスバーとの間に、リードレス・コンデンサが配置さ
れている、ノイズフィルタ装置。
【請求項９】
　請求項６～８のいずれか１項に記載のノイズフィルタ装置において、
　一方の前記積層体の積層方向と、他方の前記積層体の積層方向とが同じである、ノイズ
フィルタ装置。
【請求項１０】
　請求項６～８のいずれか１項に記載のノイズフィルタ装置において、
　一方の前記積層体の積層方向と、他方の前記積層体の積層方向とが異なる、ノイズフィ
ルタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ノイズフィルタ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１記載の電力変換器のブスバー装置は、コンデンサやコイルの機能をブスバー
に持たせた状態で、サイズは小型のままで、回路や回路定数の変更を容易に実施でき、ス
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イッチングによる雑音やＥＭＩ（電磁干渉）を十分に抑制することを課題としている。
【０００３】
　当該課題を解決するため、特許文献１記載のブスバー装置は、少なくとも一対のブスバ
ーが組込まれ、この一対のブスバー相互間にスイッチング素子が接続され、各ブスバーを
介してスイッチング素子へ電力の送受信が行われる電力変換器のブスバー装置において、
一対のブスバー相互間に、下部導体と上部導体との間に誘電体膜を挿入した単位コンデン
サを複数積層したコンデンサ回路を配設し、各下部導体を一方のブスバーに接続し、各上
部導体を他方のブスバーに接続している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－３４１６４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、装置内、機器内や分電盤内では、絶縁被覆付ケーブルあるいは銅ブスバーを
用いた配線を行っている。装置内等々の配線は自由度が必要な事もあり、絶縁被覆付きケ
ーブルで配線している。また、大電流配線の場合は、銅ブスバーを加工して配線を行う。
【０００６】
　このような配線は、ＥＭＣの観点から見ると、ケーブル自身がアンテナ構造となってい
るため、装置内の磁場、磁界の影響を受けやすい。また、配線自体にＥＭＩノイズ対策機
能は無いため、ＥＭＩノイズ対策部材を新たに挿入する際は、既存のケーブルを切断、分
割して対策部品を挿入することになり、新たな設置スペースも必要となる。
【０００７】
　上述した引用文献１では、１つの配線を複数のブスバーに分散するようにしているため
、複数の配線を設置する場合、ブスバーの本数が多くなり、配線構造が複雑化するという
懸念がある。
【０００８】
　本発明はこのような課題を考慮してなされたものであり、電気配線を複雑化することな
く、ＥＭＩノイズの影響をより受けにくくする配線構造を有するノイズフィルタ装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１態様は、それぞれ個別の電流が供給される複数の金属ブスバーと、前記複
数の金属ブスバー間に配置されたリードレス・コンデンサと、を有し、前記複数の金属ブ
スバーが積層されている。
【００１０】
　本発明の第２態様は、複数の積層体と、前記複数の積層体間に配置されたコイル（又は
リアクトル）と、を有し、各前記積層体は、それぞれ個別の電流が供給される複数の金属
ブスバーと、前記複数の金属ブスバー間に配置されたリードレス・コンデンサと、を有す
る。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係るノイズフィルタ装置によれば、電気配線を複雑化することなく、ＥＭＩノ
イズの影響をより受けにくくする配線構造を有するノイズフィルタ装置を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１Ａは基本的な配線構造を示す断面図であり、図１Ｂは配線構造の積層状態の
一例を示す斜視図である。
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【図２】第１ノイズフィルタ装置の構成を示す断面図である。
【図３】図３Ａはリードレス・コンデンサの一例を示す平面図であり、図３Ｂはリードレ
ス・コンデンサの一例を示す側面図であり、図３Ｃはリードレス・コンデンサの一例を示
す斜視図である。
【図４】図４Ａは第２ノイズフィルタ装置の一例を示す断面図であり、図４Ｂは第２ノイ
ズフィルタ装置１０Ｂの他の例を示す断面図である。
【図５】図５Ａは第３ノイズフィルタ装置の一例を示す断面図であり、図５Ｂは第３ノイ
ズフィルタ装置の他の例を示す断面図である。
【図６】第４ノイズフィルタ装置の一例を示す断面図である。
【図７】図７Ａは実施例のノイズフィルタ装置を示す回路図であり、図７Ｂは比較例のノ
イズフィルタ装置を示す回路図である。
【図８】図８Ａはノイズフィルタ装置のための静特性（コモンモード）の測定回路を示す
回路図であり、図８Ｂは実施例と比較例の静特性（コモンモード）を示すグラフである。
【図９】図９Ａはノイズフィルタ装置のための静特性（ディファレンシャルモード）の測
定回路を示す回路図であり、図９Ｂは実施例と比較例の静特性（ディファレンシャルモー
ド）を示すグラフである。
【図１０】実施例と比較例の動特性を示すグラフである。
【図１１】図１１Ａは参考例のノイズフィルタ装置を示す回路図であり、図１１Ｂは比較
例のノイズフィルタ装置を示す回路図であり、図１１Ｃは実施例のノイズフィルタ装置を
示す回路図である。
【図１２】図１２ＡはＥＭＩフィルタのための静特性（コモンモード）の測定回路を示す
回路図であり、図１２Ｂは参考例、比較例及び実施例の静特性（コモンモード）を示すグ
ラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明に係るノイズフィルタ装置の実施形態を図１Ａ～図１２Ｂを参照しながら
説明する。
【００１４】
［配線構造］
　本実施形態に係るノイズフィルタ装置１０に使用される基本的な配線構造１２は、図１
Ａ及び図１Ｂに示すように、それぞれ個別の電流が供給される複数の金属ブスバー１４ａ
～１４ｃと、複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に、それぞれ絶縁材１６を有する。例
えば第１金属ブスバー１４ａには、Ｒ相の電流が供給され、第２金属ブスバー１４ｂには
、Ｓ相の電流が供給され、第３金属ブスバー１４ｃには、Ｔ相の電流が供給される。また
、接地面１８と第３金属ブスバー１４ｃとの間にも絶縁材１６が挿入され、第１金属ブス
バー１４ａの上面にも絶縁材１６が載置されている。なお、金属ブスバー１４ａ～１４ｃ
は、銅製のブスバーを用いた。以下、同様である。
【００１５】
　金属ブスバー１４ａ～１４ｃの平面形状としては、様々な形状が挙げられるが、図１Ｂ
に示すように、例えば四角形状（正方形状、長方形状等）、円形状、楕円形状等が挙げら
れる。図１Ｂでは、長方形状とした例を示す。
【００１６】
　金属ブスバー１４ａ～１４ｃの材質としては、例えば銅が好ましい。絶縁材１６の材質
としては、ラミネートフィルムや樹脂等が好ましい。
【００１７】
［第１ノイズフィルタ装置１０Ａ（積層体）］
　第１ノイズフィルタ装置１０Ａ（積層体１０Ａとも言う）は、図２に示すように、上述
した配線構造１２を有する。すなわち、第１ノイズフィルタ装置１０Ａは、接地面１８上
に、それぞれ個別の電流が供給される複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃが、積層されて
構成されている。
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【００１８】
　第１金属ブスバー１４ａと第２金属ブスバー１４ｂ間、第２金属ブスバー１４ｂと第３
金属ブスバー１４ｃ間、並びに第３金属ブスバー１４ｃと接地面１８間には、それぞれリ
ードレス・コンデンサ２０及び絶縁材２２が介在されている。リードレス・コンデンサ２
０は、図３Ａ～図３Ｃに示すように、例えば円盤状を有し、上面及び下面にそれぞれ電極
層３０が形成されて電極面３２とされている。
【００１９】
　そして、リードレス・コンデンサ２０を金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に実装する場合
、リードレス・コンデンサ２０を１つの絶縁材２２で囲む形態や、リードレス・コンデン
サ２０を複数の絶縁材２２で囲む形態等が挙げられる。リードレス・コンデンサ２０とし
ては、例えばフィルムコンデンサや貫通コンデンサ（避雷器）等が挙げられる。
【００２０】
　なお、第１ノイズフィルタ装置１０Ａの接地面１８は、該第１ノイズフィルタ装置１０
Ａの筐体の底面（接地電位が印加される金属面）等が挙げられる。
【００２１】
［第２ノイズフィルタ装置１０Ｂ］
　第２ノイズフィルタ装置１０Ｂは、例えば図４Ａに示すように、例えば１つの接地面１
８上に、２つの第１ノイズフィルタ装置１０Ａを並置し、一体化させた構造を有する。こ
の第２ノイズフィルタ装置１０Ｂは、上述した構成のほか、種々の構成を採用することが
できる。例えば図４Ｂに示す構成を採用してもよい。
【００２２】
　すなわち、図４Ｂに示す第２ノイズフィルタ装置１０Ｂは、一方の第１ノイズフィルタ
装置１０Ａに相当する構成のうち、上から２番目と３番目の金属ブスバー１４ｂ及び１４
ｃ間のみにリードレス・コンデンサ２０が実装されている。なお、第１金属ブスバー１４
ａと第２金属ブスバー１４ｂ間並びに第３金属ブスバー１４ｃと接地面１８間にはそれぞ
れ絶縁材２２が介在されている。
【００２３】
［第３ノイズフィルタ装置１０Ｃ］
　第３ノイズフィルタ装置１０Ｃは、例えば図５Ａに示すように、例えば１つの接地面１
８上に、２つの第１ノイズフィルタ装置１０Ａを実装し、さらに、２つの第１ノイズフィ
ルタ装置１０Ａ間にコイル４０（又はリアクトル）を電気的に接続した構成を有する。な
お、２つの第１ノイズフィルタ装置１０Ａは、それぞれ金属ブスバー１４ａ～１４ｃの積
層方向が同じである。図５の例では、積層方向が例えば接地面１８の法線方向に沿った場
合を示す。
【００２４】
　第３ノイズフィルタ装置１０Ｃは、上述した構成のほか、種々の構成を採用することが
できる。例えば図５Ｂに示す構成を採用してもよい。
【００２５】
　すなわち、図５Ｂに示す第３ノイズフィルタ装置１０Ｃは、図４Ａの第２ノイズフィル
タ装置１０Ｂと同様に、一方の第１ノイズフィルタ装置１０Ａのうち、上から２番目と３
番目の金属ブスバー１４ｂ及び１４ｃ間のみにリードレス・コンデンサ２０が実装されて
いる点で異なる。なお、第１金属ブスバー１４ａと第２金属ブスバー１４ｂ間並びに第３
金属ブスバー１４ｃと接地面１８間にはそれぞれ絶縁材２２が介在されている。
【００２６】
［第４ノイズフィルタ装置１０Ｄ］
　第４ノイズフィルタ装置１０Ｄは、図６に示すように、上述した第３ノイズフィルタ装
置１０Ｃにおいて、一方の第１ノイズフィルタ装置１０Ａにおける金属ブスバー１４ａ～
１４ｃの積層方向と、他方の第１ノイズフィルタ装置１０Ａにおける金属ブスバー１４ａ
～１４ｃの積層方向とが異なる。図６の例では、一方の第１ノイズフィルタ装置１０Ａに
おける金属ブスバー１４ａ～１４ｃの積層方向は水平方向である。他方の第１ノイズフィ
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ルタ装置１０Ａにおける金属ブスバー１４ａ～１４ｃの積層方向は斜め方向である。例え
ば接地面１８の法線方向に対して５°～１０°だけ傾いた方向を示す。もちろん、積層方
向の違いは、上述のほか、様々な方向があり、接地面１８への実装形態に応じて適宜選択
すればよい。なお、第４ノイズフィルタ装置１０Ｄは、上述した構成のほか、種々の構成
を採用することができる。
【実施例】
【００２７】
［第１実施例］
　実施例と比較例について、静特性（コモンモード）、静特性（ディファレンシャルモー
ド）及び動特性を確認した。
【００２８】
［実施例］
　実施例は、図７Ａの回路図に示すように、図４Ｂに示す第２ノイズフィルタ装置１０Ｂ
とほぼ同様の構成を有し、入力端子φ１及び出力端子φ３間に接続された第２金属ブスバ
ー１４ｂによる第１配線Ｗ１と、入力端子φ２及び出力端子φ４間に接続された第３金属
ブスバー１４ｃによる第２配線Ｗ２と、入力側において、第１配線Ｗ１と第２配線Ｗ２間
に接続された第１貫通コンデンサＣ１（静電容量値：０．４７μＦ）とを有する。なお、
実施例では、図４Ｂに示す第２ノイズフィルタ装置１０Ｂとの関係では、第１金属ブスバ
ー１４ａが筐体面５０に対応する。
【００２９】
　また、実施例は、出力側において、第１配線Ｗ１と第２配線Ｗ２間に接続された第２貫
通コンデンサＣ２（０．４７μＦ）と、筐体面５０と第１配線Ｗ１間に接続された第３貫
通コンデンサＣ３（０．４７μＦ）と、接地面１８と第２配線Ｗ２間に接続された第４貫
通コンデンサＣ４（０．４７μＦ）と、を有する。
【００３０】
［比較例］
　比較例は、図７Ｂに示すように、図４Ｂに示す第２ノイズフィルタ装置１０Ｂからリー
ドレス・コンデンサ２０を除去した回路構成を有する。
【００３１】
［静特性（コモンモード）］
　そして、実施例に係るノイズフィルタ装置並びに比較例に係るノイズフィルタ装置を、
図８Ａに示す静特性（コモンモード）の測定回路６０に接続して、周波数に対する減衰量
を測定した。このとき、ノイズフィルタ装置の接地面１８を接地し、入力端子φ１及びφ
２を抵抗器Ｒ１（５０オーム）を介して信号発生器ＳＧに接続した。出力端子φ３をレベ
ルメータＬＭ及び抵抗器Ｒ２（５０オーム）の並列回路に接続し、さらに、出力端子φ４
を抵抗器Ｒ３（５０オーム）を介して接地した。
【００３２】
　測定結果を図８Ｂに示す。実施例の測定結果を実線Ｌ１ａで示し、比較例の測定結果を
破線Ｌ１ｂで示す。この測定結果からもわかるように、実施例は比較例と比して、接地間
ノイズに対して減衰効果を有することがわかる。
【００３３】
［静特性（ディファレンシャルモード）］
　次に、実施例に係るノイズフィルタ装置並びに比較例に係るノイズフィルタ装置を、図
９Ａに示す静特性（ディファレンシャルモード）の測定回路６２に接続して、周波数に対
する減衰量を測定した。このとき、ノイズフィルタ装置の接地面１８を接地し、入力端子
φ１及びφ２を入力側のバランＢＬ１を介して信号発生器ＳＧに接続した。同様に、出力
端子φ３及びφ４を出力側のバランＢＬ２をレベルメータＬＭに接続した。
【００３４】
　測定結果を図９Ｂに示す。実施例の測定結果を実線Ｌ１ａで示し、比較例の測定結果を
破線Ｌ１ｂで示す。この測定結果からもわかるように、実施例は比較例と比して、ライン
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間ノイズに対して減衰効果を有することがわかる。
【００３５】
［動特性］
　実施例に係るノイズフィルタ装置並びに比較例に係るノイズフィルタ装置を、図示しな
い動特性測定回路に接続して、周波数に対する減衰量を測定した。
【００３６】
　動特性測定回路は、電源とインバータと負荷モータとが直列接続された構成を有し、電
源とインバータとの間に、測定対象である実施例に係るノイズフィルタ装置、比較例に係
るノイズフィルタ装置が接続される。そして、電源とノイズフィルタ装置間のラインノイ
ズ（雑音端子電圧）を測定する。測定結果を図１０に示す。図１０中、実施例の測定結果
を実線Ｌａで示し、比較例の測定結果を実線Ｌｂで示す。
【００３７】
　上述の測定結果から、実施例は、比較例と比して、インバータに起因する高調波やライ
ンノイズを有効に低減できていることがわかる。
【００３８】
［第２実施例］
　参考例、比較例及び実施例に係るＥＭＩフィルタについて、静特性（コモンモード）を
確認した。
【００３９】
［参考例］
　参考例は、図１１Ａの回路図に示すように、図４Ｂに示す第２ノイズフィルタ装置１０
Ｂとほぼ同様の構成を有する。すなわち、金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間にコモンモード
コイル４０は実装されていない。なお、第１配線Ｗ１と第２配線Ｗ２間に接続された第１
貫通コンデンサＣ１及びＣ２と、筐体面５０と第１配線Ｗ１間に接続された第３貫通コン
デンサＣ３と、接地面１８と第２配線Ｗ２間に接続された第４貫通コンデンサＣ４の静電
容量値は、いずれも０．４７μＦである。
【００４０】
［比較例］
　比較例は、図１１Ｂの回路図に示すように、上述した参考例の入力側と出力側との間に
、コモンモードコイル４０が実装された構成を有する。さらに、この比較例では、参考例
の貫通コンデンサＣ１～Ｃ４に代えて、リード付きのコンデンサＣ１～Ｃ４を実装した。
【００４１】
［実施例］
　実施例は、図１１Ｃの回路図に示すように、上述した参考例の入力側と出力側との間に
、コモンモードコイル４０を実装した構成を有する。すなわち、図５Ｂに示す第３ノイズ
フィルタ装置１０Ｃと同様の構成を有する。
【００４２】
［静特性（コモンモード）］
　そして、参考例、比較例及び実施例に係るＥＭＩフィルタを、図１２Ａに示す静特性（
コモンモード）の測定回路６０に接続して、周波数に対する減衰量を測定した。このとき
、ＥＭＩフィルタの接地面１８を接地し、入力端子φ１及びφ２を抵抗器Ｒ１（５０オー
ム）を介して信号発生器ＳＧに接続した。出力端子φ３をレベルメータＬＭ及び抵抗器Ｒ
２（５０オーム）の並列回路に接続し、さらに、出力端子φ４を抵抗器Ｒ３（５０オーム
）を介して接地した。
【００４３】
　測定結果を図１２Ｂに示す。実施例の測定結果を実線Ｌ２ａで示し、比較例の測定結果
を破線Ｌ２ｂで示し、参考例の測定結果を一点鎖線Ｌ２ｃで示す。この測定結果からもわ
かるように、実施例は参考例や比較例と比して、接地間ノイズに対して減衰効果を有する
ことがわかる。
【００４４】
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［実施形態から得られる発明］
　上記実施形態から把握しうる発明について、以下に記載する。
【００４５】
［１］　本実施形態に係るノイズフィルタ装置１０は、それぞれ個別の電流が供給される
複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃと、複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に配置され
たリードレス・コンデンサ２０と、を有し、複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃが積層さ
れている。
【００４６】
　これにより、電気配線を複雑化することなく、ＥＭＩノイズの影響をより受け難くする
配線構造１２を有するノイズフィルタ装置１０を提供することができる。導線やケーブル
ではなく、金属ブスバー１４ａ～１４ｃを使用した構造であるため、ノイズフィルタ装置
１０内で磁場、磁界の影響を受けにくい構造とすることができる。もちろん、単相二線、
三相三線、三相四線等にも適用させることができる。
【００４７】
［２］　本実施形態において、複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に絶縁材２２を有す
る。複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に絶縁材２２を有することで、それぞれ個別の
電流が供給される複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間の絶縁を確保することができ、し
かも、複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に各種受動部品を配置するための空間ができ
る。
【００４８】
　特に、配線となる複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に、リードレス・コンデンサ２
０（薄型のフィルムコンデンサ等）を組み込むことで、外来ノイズや、インバータ回路、
コンバータ回路等から発生するＥＭＩノイズの除去機能を持たせることができる。
【００４９】
　また、絶縁した複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃを積層し、配線として使用すること
で、薄型、大電流への対応が可能となり、省スペース化にも繋がる。
【００５０】
［３］　本実施形態において、接地面１８の上に、金属ブスバー１４ａ～１４ｃが配置さ
れ、接地面１８と金属ブスバー１４ａ～１４ｃとの間に、リードレス・コンデンサ２０が
配置されている。
【００５１】
　これにより、外来からの雷サージ、インパルス対策の機能を持たせることができる。従
来のケーブル配線や銅ブスバー配線に、ＥＭＩノイズ対策を施す場合は、配線ケーブル間
にＥＭＩ対策部品を挿入することになるが、本実施形態では、ブスバー積層構造の相間及
び対地間に、リードレス・コンデンサ２０を挿入することで、配線機能に付加する形でＥ
ＭＩノイズ対策機能を持たせることができる。
【００５２】
　また、ＥＭＩ対策部品を従来の配線ケーブルに組み付ける場合、そのスペース確保や絶
縁の問題がある。本実施形態の構造であれば、ＥＭＩ対策部品を配線内部、すなわち、金
属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に組込んでいるため、追加するＥＭＩ対策部品の取付けスペ
ースの簡略化や、絶縁対策を図ることができる。
【００５３】
　なお、リード付きコンデンサを用いる場合、各リードを金属ブスバーに半田等を用いて
電気的に接続する作業が必要になるが、予め電極面が形成された貫通コンデンサ等のリー
ドレス・コンデンサを実装することにより、組付け作業の単純化、作業効率の向上等を図
ることができる。
【００５４】
［４］　本実施形態において、接地面１８と金属ブスバー１４ａ～１４ｃとの間に絶縁材
２２を有する。
【００５５】
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　これにより、三相交流に対しては、３つの金属ブスバー１４ａ～１４ｃを積層させ、二
相に対しては、２つの金属ブスバー１４ａ～１４ｃを積層させればよく、交流に応じた金
属ブスバー１４ａ～１４ｃの積層構造を容易に構築することができる。
【００５６】
［５］　本実施形態において、リードレス・コンデンサ２０が貫通コンデンサである。こ
れにより、外来からの雷サージ、インパルス対策の機能を持たせることができる。
【００５７】
［６］　本実施形態に係るノイズフィルタ装置は、複数の積層体１０Ａと、複数の積層体
１０Ａ間に配置されたコイル４０（又はリアクトル）と、を有し、各積層体１０Ａは、そ
れぞれ個別の電流が供給される複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃと、複数の金属ブスバ
ー１４ａ～１４ｃ間に配置されたリードレス・コンデンサ２０（leadless capacitor）と
、を有する。
【００５８】
　複数の積層体１０Ａによる配線構造１２と、これら積層体１０Ａ間に配置されたコイル
４０（又はリアクトル）とを組み合わせることで、容易にＥＭＩフィルタを構成すること
ができる。従来のＥＭＩフィルタは、金属・樹脂ケースに組み込んだ上で、端子台を用い
て装置内へ設置する構造である。あるいは、プリント基板に実装し、端子台で電源ライン
へ接続する構造である。金属ブスバー積層構造（コンデンサ内蔵）と、コイル（コモン・
ノーマルモードコイル）やリアクトルと組み合わせることで、ＥＭＩフィルタを容易に構
成することができる。
【００５９】
［７］　本実施形態において、複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に絶縁材２２を有す
る。複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に絶縁材２２を有することで、それぞれ個別の
電流が供給される複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間の絶縁を確保することができ、し
かも、複数の金属ブスバー１４ａ～１４ｃ間に各種受動部品を配置するための空間ができ
る。
【００６０】
［８］　本実施形態において、接地面１８の上に、少なくとも複数の積層体１０Ａが配置
され、接地面１８と各積層体１０Ａの金属ブスバー１４ｃとの間に、リードレス・コンデ
ンサ２０が配置されている。
【００６１】
　接地面１８と各積層体１０Ａの金属ブスバー１４ｃとの間に、リードレス・コンデンサ
２０を配置することで、外来ノイズや、インバータ回路、コンバータ回路等から発生する
ＥＭＩノイズの除去機能を持たせることができる。
【００６２】
［９］　本実施形態において、一方の積層体１０Ａの積層方向と、他方の積層体１０Ａの
積層方向とが同じである。これにより、ノイズフィルタ装置の低背化を図ることができる
。
【００６３】
［１０］　本実施形態において、一方の積層体１０Ａの積層方向と、他方の積層体１０Ａ
の積層方向とが異なる。これにより、ノイズフィルタ装置の平面サイズの縮小化を図るこ
とができる。
【符号の説明】
【００６４】
１０…ノイズフィルタ装置　　　　　　　　　１０Ａ…第１ノイズフィルタ装置
１０Ｂ…第２ノイズフィルタ装置　　　　　　１０Ｃ…第３ノイズフィルタ装置
１０Ｄ…第４ノイズフィルタ装置　　　　　　１２…配線構造
１４ａ～１４ｃ…金属ブスバー　　　　　　　１６…絶縁材
１８…接地面　　　　　　　　　　　　　　　２０…リードレス・コンデンサ
２２…絶縁材　　　　　　　　　　　　　　　３０…電極層
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３２…電極面　　　　　　　　　　　　　　　４０…コイル
５０…筐体面　　　　　　　　　　　　　　　６０…測定回路
６２…測定回路

【図１】 【図２】
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